
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
19
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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老朽化の進む側溝

市 民 の 声 を 市 政 に

一般
質問

霧島市議会中継 検索

一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うも

のです。掲載内容は、各議員本人が質問と答弁を要約したも

ので、すべての質問と答弁は、市議会ホームページの録画中

継やYouTubeで視聴できます。

19人がより良い市政を目指して

二次元コードを、スマートフォンのQRコードリーダーで読み取ることで、一般質問の

録画中継がYouTubeでご覧いただけます。

※一般質問は12月３日〜６日に行いました。

問
　
本
市
は
、
水
道
料
金
引

上
げ
を
計
画
し
、
13
ミ
リ
口

径
で
20
ト
ン
使
用
の
場
合
、

月
額
２
６
２
９
円
の
料
金
が
、

令
和
12
年
度
に
は
３
９
９
９

円
と
な
る
。

　

令
和
５
年
度
水
道
事
業
会

計
決
算
で
は
、
５
億
６
６
０

８
万
円
の
純
利
益
が
あ
り
、

鹿
屋
市
の
４
・
１
倍
と
な

る
。
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な

い
水
道
料
金
の
引
上
げ
は
、

最
小
限
に
抑
制
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

管
路
の
耐
震
化
に
必
要

な
財
源
に
対
応
す
る
必
要
が

生
じ
て
お
り
、
水
道
事
業
の

持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に

改
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

料
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
外
部
委
員
会
で

検
討
す
る
。

豪
雨
災
害
対
策
の
た
め
に

県
管
理
水
門
も
自
動
化
を

問　

豪
雨
災
害
時
の
用
水
路

放
水
門
は
、
遠
隔
操
作
が
可

能
な
水
門
へ
と
改
修
が
行
わ

れ
て
い
る
。
天
降
川
流
域
で

排
水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
７
か
所
の
水
門
も
自
動

化
を
進
め
、
消
防
団
員
の
負

担
を
軽
減
で
き
な
い
か
。

答　

県
と
情
報
共
有
し
、
自

動
化
の
要
望
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
医
療
費
の
病
院
窓

口
無
料
化
の
拡
充
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
市
内
に
お
け
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
状
況
は
ど
う

か
。

答　

不
特
定
多
数
の
人
が
通

行
、
出
入
り
す
る
場
所
な
ど

に
設
置
し
、
適
正
な
運
用
を

図
る
こ
と
は
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
上

で
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
防
犯
カ

メ
ラ
の
適
正
な
運
用
に
努

め
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

小
中
学
校
周
辺
お
よ
び

主
要
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答　

今
後
、
他
の
自
治
体
の

取
組
状
況
な
ど
に
つ
い
て
情

報
収
集
を
行
い
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
の
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

市
道
広
瀬
20
号
線
の

整
備
状
況
は

問　

広
瀬
地
区
国
分
児
童
体

育
館
の
市
道
側
溝
の
残
り
の

整
備
状
況
は
ど
う
か
。

答　

整
備
計
画
の
残
り
の
１

１
７
メ
ー
ト
ル
は
、
引
き
続

き
計
画
的
に
整
備
を
進
め
、

安
全
対
策
に
努
め
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

み
や 

う
ち

ひ
ろ
し

宮
内
　
　
博 

議
員

ま
つ 

し
た

た
い  

き

松
下
　
太
葵 

議
員

問
　
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
特

に
高
齢
者
の
食
料
品
・
生
活

雑
貨
品
の
調
達
に
対
す
る
支

援
が
必
要
と
考
え
る
。
神
奈

川
県
愛
川
町
で
は
、
行
政
と

地
元
業
者
が
協
定
書
を
結

び
、
見
守
り
活
動
を
含
め
て

全
地
域
を
巡
回
し
て
お
り
、

「
買
い
物
難
民
解
消
」
と
経

済
対
策
に
も
貢
献
し
て
い

る
。
本
市
で
も
取
組
は
で
き

な
い
の
か
。

答　

今
後
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
、
他
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
民

間
事
業
者
の
取
組
の
実
態
な

ど
を
含
め
、
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
改
善
を

問　

国
は
令
和
６
年
６
月
に

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

「
三
年
目
公
募
」
を
撤
廃

し
、
継
続
雇
用
で
き
る
趣
旨

の
通
達
を
各
自
治
体
に
通
知

し
た
。
公
募
に
よ
ら
な
い
再

度
の
雇
用
が
可
能
と
な
る

が
、
対
応
は
ど
う
か
。

答　
「
公
募
に
よ
ら
な
い
再

度
の
任
用
に
関
す
る
規
定
」

を
設
け
て
、
勤
務
実
績
な
ど

能
力
の
実
証
を
含
め
た
人
事

評
価
を
行
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
優
秀
な
人
材
確
保
に
努

力
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
中
山
間
地
域
の
交
通
手
段

　

確
保
と
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に

　

つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

前
川
原
　
正
人 

議
員

ま
え
か
わ
は
ら

ま
さ  

と

か
ん 

よ
う

※

問
　
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

市
民
が
早
急
に
安
価
で
入
居

で
き
る
体
制
を
整
え
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
市
営
住

宅
は
、
老
朽
化
が
進
み
空
き

家
が
多
い
。
現
在
行
っ
て
い

る
改
修
工
事
お
よ
び
今
後
の

計
画
は
ど
う
か
。 

答　

令
和
４
年
３
月
に
策
定

し
た
「
霧
島
市
公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
」に
基
づ
き
、

外
壁
モ
ル
タ
ル
の
剥
落
防
止

を
目
的
と
し
た
外
壁
改
修
工

事
の
ほ
か
、
浴
室
の
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
化
、
台
所
や
洗
面
所

へ
の
給
湯
設
備
の
増
設
な
ど

の
居
住
性
の
向
上
を
目
的
と

し
た
個
別
改
善
工
事
な
ど
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。 

　

令
和
７
年
度
ま
で
の
計
画

で
東
郷
団
地
の
外
壁
改
修
工

事
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
９
年
度
ま
で
の
計
画
で

大
野
原
団
地
13
棟
２
６
８
戸

の
個
別
改
善
工
事
を
進
め
て

お
り
、
令
和
５
年
度
ま
で
に

９
棟
１
８
８
戸
が
完
成
し
、

残
り
４
棟
80
戸
を
実
施
す
る

計
画
で
あ
る
。

問　

用
途
廃
止
計
画
の
団
地

の
現
状
は
ど
う
か
。 

答　

用
途
廃
止
と
位
置
付
け

た
団
地
は
、
令
和
６
年
11
月

１
日
現
在
、
国
分
地
区
の
宮

下
団
地
、
四
方
田
団
地
な
ど

31
団
地
５
０
２
戸
で
あ
る
。  

 

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
霧
島
市
経
営
健
全
化
計

画
(
第
４
次
)
に
お
け
る
財

政
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
、「
計

画
額
よ
り
基
金
繰
入
額
の
抑

制
や
積
み
増
し
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
計
画
額
よ
り
多
く

の
基
金
を
涵
養
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

緊
縮
的
な
財
政
運
営
に
よ
る

各
種
政
策
へ
与
え
る
影
響
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　

こ
の
方
針
は
、
年
間
を

通
じ
て
必
要
と
見
込
ま
れ
る

予
算
を
措
置
し
た
上
で
、
歳

入
面
で
は
、
有
利
な
財
源
の

確
保
や
、
自
主
財
源
の
根
幹

で
あ
る
市
税
の
収
納
率
の
向

上
、
新
た
な
財
源
の
確
保
に

努
め
る
。
歳
出
面
で
は
、
限

ら
れ
た
予
算
を
効
率
的
・
効

果
的
に
執
行
す
る
こ
と
で
、

基
金
の
涵
養
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

問　

令
和
７
年
度
に
合
併
特

例
債
の
発
行
期
限
を
迎
え

る
。
今
後
の
社
会
基
盤
整
備

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
。

答　

令
和
８
年
度
以
降
は
、

国
県
補
助
金
や
普
通
交
付
税

措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
を

活
用
し
社
会
基
盤
の
整
備
に

努
め
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

ま
え
し
ま

ひ
ろ
の
り

前
島
　
広
紀 

議
員

い
ま 

よ
し

な
お  

き

今
吉
　
直
樹 

議
員

き

さ
い

※

※

基
金
の
涵
養
と
は

　

単
に
基
金
を
集
め
る
だ
け
で

な
く
、
長
期
的
に
そ
の
価
値
を

高
め
、
安
定
的
に
活
用
で
き
る

仕
組
み
を
育
む
こ
と
。

※

起
債
と
は

　

自
治
体
が
大
き
な
事
業
の
資

金
を
集
め
る
た
め
に
借
金
(
地

方
債
)
を
す
る
こ
と
。


